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ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ

˓ฏ 24 （2012 ）ͷまͱΊ

　平成 24 年（2012 年）は、7月中०には、停滞前線の影ڹで「平成 24 年 7 月भ෦߽雨」が発生

しました。また、8 月中०には、前線により近ـ地方を中心に大雨となったほか、9 月中०には、台風第

16 ߸の影ڹで、ԭೄ地方から近ـ地方のଠ平༸側にかけて大雨・風・高波・高ைとなりました。

ฏ��年（�0��年）にൃੜしたओな気象災（地すりɺ地震Λআ͘）

気象ࡂɺ෩なͲ1

	  
ɾֳ࡞ࢿྉ͔ΒҰ෦Ҿ༻ɻ

ɹɹɾܹਙٴࡂͼہܹਙࡂはʮܹਙࡂʹରॲ͢ΔͨΊͷಛผͷࡒԉॿʹؔ͢Δ๏ʯʹࢦ͖ͮجఆ͞ΕͨྩʹΑΓެ͞ΕΔɻ

ɹɹɾہܹਙࡂはɺඃࡂҬͱͯ͠ はࢢொଜΛ୯Ґͱͯ͠ Λࣔͨ͠ɻ໊ݝொଜ͕ॴଐ͢ΔಓࢢྉͰはͦͷࢿఆ͞ΕΔ͕ɺຊࢦ
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˓ฏ 24 ͷओͳ気象ࡂ

ɾ気ѹʹΑΔ෩

　4 月 3 日から 4 日にかけて、低気ѹが急速に発達しながら日本ւを東東に進みました。この低気ѹ

の中心気ѹは、2 日 21 時には 1006 ϔクトパスカルでしたが、その後の 24 時間で 42 ϔクトパスカル降下

し、3 日 21 時には日本ւ中෦で 964 ϔクトパスカルまで発達しました。

　この低気ѹの影ڹで、山形ݝञ田市ඈౡ ( ŪűƄŢŵ ) では 4 日に最大風速 39.7メートル、最大瞬間風速

が 51.1 メートルを観測するなど、西日本から日本の広いൣғで風となりました。さらに、最大風速

が 20 メートルを超えた観測地点数は 927 地点のうち79 地点に達し、統計期間が 10 年以上の観測地点

889 地点中 76 地点で観測࢙上１位を更新するなどه的な風となりました。この風により、歩行

中のసやの下ෑきになるなどによりࢮই者が出たほか、鉄道など交通機関も運ٳが૬次͗、ट都

。が広がりましたڹ宅時間帯と重なり影ؼでは風のピークがݍ

ฏ��年�݄3日ʙ�日のظ間最େ෩速のঢ়گ

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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ɾฏ 24� 7�݄भ෦߽Ӎ

　7 月11 日から14 日にかけて、本भ近に停滞したക雨前線にԊってೆからඇ常に࣪った空気が流れ

Ѩો市ѨોԵඣݝ本۽。भ෦を中心に大雨となりました、みࠐ ( ŗťśŪűŸ ) では、7 月11 日 0 時か

ら14 日 24 時までに観測された最大 1 時間降水量が 108.0 ミリ、最大 24 時間降水量が 507.5 ミリとな

り、それぞれ観測࢙上１位の値を更新しました。これらをؚめ、統計期間が 10 年以上の観測地点のうち、

最大１時間降水量で計 7 地点、最大 24 時間降水量で計 8 地点が観測࢙上１位の値を更新しました。

　この大雨により、河川のはんཞや土ੴ流が発生し、۽本ݝ、大分ݝ、Ԭݝでࢮ者 30 ໊、行方不

明者 2 ໊となったほか、भ෦を中心に住家ଛյ、土砂災害、浸水害等が発生しました。また、停電

被害、交通障害等が発生しました。（被害状況は、平成 24 年 8 月16 日19 時 00 分現在の内ֳ府の情

報による）

　この 7月11日から14 日にかけて災害をもたらした大雨について、気象庁は「平成 24 年 7月भ෦

߽雨」と命໊しました。

ฏ��年� �݄�日ʙ��日のظ間߱ਫ量ਤ

Ԭݝീঁࢢ

ɹ64��0NNࠇ

ࢢѨોݝຊ۽

ѨોԵඣɹ�16�5NN

େݝాࢢ

ాɹ402�0NN

NN

େݝాࢢ

ాɹ462�0NN
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ɾલઢʹΑΔେӍ

　8 月13 日から14 日にかけて、朝半ౡから日本ւ中෦へのびる前線がゆっくりとೆ下し、本भ近に

達しました。前線に向かってೆからஆかく࣪った空気が流れࠐんだため、大気の状ଶがඇ常に不安定と

なり、近ـ中෦を中心に大雨となり、局地的にな雨が降りました。

　8 月13 日 0 時から14 日 24 時までに観測された最大 1 時間降水量が、大阪府ຕ方市ຕ方 ( űŽŜŦ ) で

は 91.0ミリ、京都府京田ล市京田ล ( ŝŔřŦūųƄ ) では 78.0ミリとなり、それぞれ観測࢙上 1 位の値を更

新しました。これらをؚめ、統計期間が 10 年以上の観測地点のうち、最大 1 時間降水量で計 3 地点、

最大 3 時間降水量で計 2 地点が観測࢙上 1 位の値を更新しました。また、解析雨量 * によると、大阪

府高௬市で１時間に約 110ミリのな雨を解析し、京都府Ӊ治市では 3 時間に約 190ミリの雨を解析

しました。

　この大雨により、河川の増水や住宅の浸水が発生し、京都府、大阪府でࢮ者 2 ໊、京都府で行方不

明者 1 ໊となったほか、がけ่れ、交通障害などが発生しました。（被害状況は、平成 24 年 8 月 17 日

19 時 30 分現在の内ֳ府の情報による）

ฏ��年� �݄3日ʙ��日のظ間߱ਫ量ਤ （ղੳӍ量による）

� 気象ϨʔμʔͱɺΞϝμεͷӍྔܭΛΈ߹ΘͤͯɺӍྔΛ1LNํ࢛ͷ͔͞ࡉͰղੳͨ͠ͷɻ

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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ɾ෩ୈ16 ߸͓Αͼେ気ෆ҆ఆʹΑΔେӍɾ෩ɾߴɾߴை

　9 月11日 9 時にカロリンॾౡ近ւで発生した台風第 16 ߸は、発達しながら西へ進み、14 日には中

心気ѹが 900 ϔクトパスカル、最大風速が 55 メートルとなって、フィリピンの東ւ上をへ進みました。

台風は 14 日 21 時には中心気ѹが 915 ϔクトパスカル、最大風速が 50 メートルの大型でඇ常に強い勢

力でԭೄのೆւ上をさらにへ進み、16 日 7 時半ࠒに勢力を保ったままԭೄ本ౡ近を通過しました。

その後台風はभの西ւ上をへ進み、朝半ౡから日本ւ西෦へ進んで進࿏を東に変え、18 日 9

時にԊւभで温帯低気ѹに変わりました。

　台風により、ԭೄ地方から近ـ地方のଠ平༸側にかけて大雨、風となり、ԭೄ地方からभ地方を

中心に高波、高ைとなりました。また、台風から変わった温帯低気ѹにむかって࣪った空気が流れࠐん

だため、大気の状ଶが不安定となり、東ւ地方でも大雨となりました。

　9 月 15 日 0 時から19 日 24 時までに観測された日最大風速は、ࣛࣇౡݝ大ౡ܊与町与ౡ (ヨロ

ンジマ ) で 42.1 メートルとなり観測࢙上 1 位の値を更新したのをؚめ、日最大風速は 4 地点で観測࢙上

1 位の値を更新しました。また、台風の接近・通過に伴って、ԭೄ地方から近ـ地方にかけてのԊ؛で、

50センチメートルから1メートル程度の最大ை位ภ （ࠩ実測のை位と平常のை位とのࠩ）が観測されました。

台風の接近・通過が年間で最もை位が高いळの大ைのຬை時間帯と重なったため、ಹ市や長࡚市な

どभ・ԭೄ地方を中心に過去にهした最高ை位を上回る高いை位を観測しました。

　この台風により、ԭೄ地方から関東地方にかけての広いൣғで住家ଛյ、土砂災害、浸水害、停電、

等による交通障害が発生しました。（被害状況は、平成ߤ空機・フΣリーの欠ߤ 24 年 9 月 26 日 20 時

00 分現在の内ֳ府の情報による）。

ฏ��年� �݄�日ʙ��日の総߱ਫ量ਤ
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˓ฏ 24 （2012 ）ͷ෩

　平成 24 年（2012 年）の台風の発生数は 25 個（平年 25.6 個）で平年ฒでしたが、日本への接近数

は昭和 26 年（1951 年）以降では 4 番目に多い 17 個でした。接近した台風のうち第 15 ߸、第 16 ߸、

第 17 ߸は、3 個連続してඇ常に強い勢力を保ったままԭೄ本ౡपลを通過しました。

ฏ��年（�0��年）にൃੜした෩のܦ࿏

࿏ͷ྆ͷ˔ͱ˙は෩（ୈ1߸ʙୈܦ 25 ߸）ͷൃੜҐஔͱফ໓Ґஔɺࣈは෩൪߸Λࣔ͢ɻݟ͢

͞Λྀ͠ߟ෩ͷܦ࿏Λෳͷ৭ʹ৭͚ͯ͠ いΔɻ

ฏ��年（�0��年）にൃੜした෩のҰཡ

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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˓ຊͷఱީ

　平成 24 年（2012 年）は、日本から西日本にかけては、春の前半まで低温向、春の後半からळの

前半まで高温向、ळの後半から初ౙまで低温向と季節のメリハリがはっきりとした気温変化となり、

ԭೄ・Ԅඒでは年の前半が高温向、年の後半が低温向となりました。このため、年平ۉ気温は全

国的に平年ฒでした。西日本やԭೄ・ԄඒではՆに降水量が多く、日本や東日本では春やळに降水量

が多かったことから、年降水量は全国的に平年を上回った所が多くなりました。ԭೄ・Ԅඒでは、一時

期をআいて平年よりれの日がগなく、年間日照時間はかなりগなくなりました。

　平成 24 年 (2012 年 ) の各季節、ക雨、台風の特は以下のとおりです。

ᶃౙ（平成 23 年（2011 年）12 月ʙ平成 24 年（2012 年）2 月）は、ౙ型の気ѹ配置が強くפ気の影

を受けやすかったため、日本から西日本にかけてڹ 3 か月連続して月平ۉ気温が低く、פౙとなりま

した。日本ւ側ではたびたび大ઇとなり、ここ10 年間では平成 17 年（2005 年）/ 平成 18 年（2006 年）

ౙの「平成 18 年߽ઇ」に次ぐ積ઇとなりました。また、全国のアメダスをؚむ 17 地点では、年最ਂ

積ઇの大きい方からの 1 位を更新しました。 ԭೄ・Ԅඒでは、פ気や気ѹの୩の影ڹによりಶりの日

が多く、ౙの日照時間が昭和 21 年（1946 年）以降で最もগなくなりました。

ᶄ春は、日本から西日本にかけては、֓ね天気は数日のप期で変わりましたが、たびたびภ西風のऄ

行が大きくなって上空にפ気が流れࠐみました。このため、4 月上०には、急速に発達しながら日本ւ

を進んだ低気ѹの影ڹにより各地で大ߥれの天気となり、広いൣғでه的な風が観測されたほ

か、5 月上०には、動きのい低気ѹの影ڹで・東日本ଠ平༸側でه的な大雨となりました。また、

東日本を中心に大気の状ଶが不安定となる日があり、5 月 6 日には関東地方などでཽרが発生し、大

きな被害をもたらしました。

ᶅՆは、ଠ平༸高気ѹが日本の東ւ上で強く、

本भ近にுり出したため、日本から西日本

にかけてのՆ平ۉ気温は高く、ॵՆとなりまし

た。一方で、6 ʙ 7 月にかけてはオホーツクւ

高気ѹがしばしば現れたため、・東日本ଠ平

༸側では、気温が平年を大幅に下回った日もあ

りました。ക雨前線が西日本近に停滞したこ

とや台風およびଠ平༸高気ѹのԑを回ってೆか

らஆかく࣪った空気が流入した影ڹで、西日本

とԭೄ・Ԅඒでは降水量が多く日照時間がগな

くなりました。台風の接近数が多かったԭೄ・

Ԅඒでは、Նの降水量が昭和 21 年（1946 年）

以降最も多い値を更新しました。また、ക雨前

�

地Ҭฏۉ気Թฏ年ࠩのܦա

ฏ 24�（2012�）ͷฏۉ気ԹฏࠩΛ5�ҠಈฏۉͰදͯ͠ いま͢ɻ

ฏはত 56 （1��1）�ʙฏ 22 （2010�）ͷฏۉɻ

ఱީɺҟৗ気象なͲ
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線の活動も活発で、西日本ではたびたび大雨に見われ、7月11日ʙ 14 日にかけてभ෦地方で

的な大雨となりਙ大な災害が発生しました（「平成ه 24 年 7月भ෦߽雨」）。

④ळの始まりは、勢力の強いଠ平༸高気ѹの影ڹで・東日本ではݫしいॵに見われ、日本の 9

月の月平ۉ気温は昭和 21 年（1946 年）以降のこれまでのهを大幅に上回るه的な高温となりま

した。10 月後半以降は、日本と東日本日本ւ側では低気ѹの影ڹを受けやすく、ಶりや雨または

ઇの日が多くなりました。また、東日本以西では 10 日程度のप期でפ気が流れࠐんで気温の低い時

期が現れ、ԭೄ・Ԅඒでは気温の低い状ଶが続きました。

˓ੈքͷओͳҟৗ気象

　東アジア෦ʙアフリカ西෦の広いൣғでภ西風のऄ行に伴って高気ѹの勢力が強まり、異常低温（1

ʙ 2 月、12 月）となりました（図中ᶅ）。1 ʙ 2 月のפ波の影ڹにより、ウクライナで 130 人以上、ポー

ランドやルーマニアでそれぞれ 80 人以上がࢮするなど、多くの国で気象災害が発生しました。

　ถ国では、異常高温（3 ʙ 7月）・異常গ雨（5 ʙ 9 月、11 月）となりました（図中ᶉ）。このため、ト

ウモロコシなどの農産物の生ҭがѱ化し、世界的なࠄ物価格の上ঢを引き起こしました。ถ国ւ༸大気

庁によると、ถ国本土の 3 月及び 7月の月平ۉ気温が 1895 年以降で最も高くなりました。

　パキスタンでは 9 月に異常多雨（図中ᶄ）となり 8 月下०以降の大雨の影ڹで 570 人以上、ถ国東෦・

カリϒւॾ国では 10 月のハリケーン「サンディ」の影ڹにより合わせて 200 人以上（図中ᶊ）、フィリピン

では 12 月の台風第 24 ߸の影ڹで 1000 人以上（図中ᶃ）がࢮするなどの気象災害が発生しました（災

害のهड़は、ถ国国際開発庁ւ外災害援ॿ局とルーベンカトリック大学災害Ӹ学研究所（ベルΪー）の

災害データベース（EM-DAT) や各国の政府機関の発表等に基ͮいています）。

ฏ��年（�0��年）のੈքのҟৗ気象と気象災

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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質  問  箱

　球とೆ球の中ҢߴҢの্ۭͰは、Ұを௨͡て͔Β౦に͔ͬて෩が吹いています。
この෩のことをภ෩といいます。ภ෩の͞ڧは、球Ͱ͋れפいۃଆとஆ͔いಓଆのԹ
ࠩがؔして͓り、ೆ のԹࠩが大きい΄どภ෩は͘ڧ、Թࠩがখ͞いとऑ͘なります。ͦ のͨ
Ί、ౙはೆのԹࠩが大きいのͰภ෩はٯ、͘ڧにԹࠩのখ͞いՆにはऑ͘なります。ౙのຊ
の্ۭはภ෩が߹流ɾू中し、ੈ քͰ࠷もภ෩のڧいとこΖとなり、্ ۭ͓Αͦ��キロϝーτϧͰ
は、͞がຖඵ���ϝーτϧをえる߹も͋ります。このڧいภ෩の流れを、δΣッτ気流とݺΜ
Ͱいます。
　ภ෩は、ͦ の͞ڧも流れるҐஔもʑมಈしています。ೆ に波ଧͭΑ͏にऄߦすることが͋り、
ときには͋るいはೆに大き͘ऄߦしͨঢ়ଶが͔Βिؒఔଓ͘ことも͋ります。ภ෩が大き
͘ऄߦしͨঢ়ଶがଓ͘と、ϒロッキϯάߴ気ѹのఀ্ۭのڧいפ気の流ೖがىき、ҟৗ気象がൃੜ
する߹が͋ります。
　ฏ��ʢ����ʣのౙʢલ��݄ʙ�݄ʣは、ຊ、౦ຊٴͼຊはפౙとなりましͨ。
ಛに、ຊ海ଆの地Ҭを中心にੵઇがଟ͘、ଟ͘のΞϝμε地Ͱౙのੵਂ࠷ઇのهをߋ৽しまし
ͨ。このԹ大ઇにはภ෩のऄߦがؔ࿈して͓り、ฏ��ʢ����ʣ̍ ݄Լ०͔Β�݄は͡Ίに
͔͚てはຊの্ۭͰภ෩が大き͘ೆにऄߦしͨঢ়ଶがଓき、ڧいפ気がஅଓతに流れࠐΜͩͨΊ、
֤地Ͱ大ઇとなりましͨ。

ภ෩ͷऄߦͱはʁ

ภ෩のऄߦ

ฏ 24 （2012 ）̍ ݄Լ०͔Β݄̎は͡Ίʹ͔͚ͯɺຊͷ্ۭʹஅଓతʹڧいפ気͕ྲྀ入ͨ͠ͱ͖ͷେ気ʹྲྀΕ

ͷಛΛࣔͨࣜ͠ਤͰ͢ɻภ෩ͷڧいͱ͜ΖΛδΣοτ気ྲྀͱいいɺ্ۭ͓Αͦ10 Ωϩϝʔτϧͷͱ͜Ζʹڧ෩࣠

͕͋Γま͢ɻδΣοτ気ྲྀʹはɺߴҢଆΛྲྀΕΔפଳલઢδΣοτ気ྲྀͱҢଆΛྲྀΕΔѥଳδΣοτ気ྲྀ͕͋Γ

ま͢ɻ͜ͷؒظɺຊͷ্ۭͰ߹ྲྀͨ͠δΣοτ気ྲྀはେ͖͘ೆʹऄ͠ߦɺ্ۭʹڧいפ気͕ྲྀ入͠まͨ͠ɻ

154



第
二
部

第
二
部

˓ฏۉ気Թ

　平成 24 年（2012 年）の世界の年平ۉ気温（域における地表近の気温とւ面水温の平ۉ）の昭

和 56 年（1981 年）ʙ平成 22 年（2010 年）の 30 年平ۉを基४としたภ （ࠩ図の注参照）は �0.14 （̂20 

世ل平ۉを基४としたภࠩは �0.51ˆ）で、明治 24 年（1891 年）以降、8 番目に高い値となりました。

世界の年平ۉ気温は、長期的には 100 年当たり約 0.68ˆの割合で上ঢしており、特に 1990 年代半ば

以降、高温となる年がස出しています。

　平成 24 年の日本の年平ۉ気温の昭和 56 年（1981 年）ʙ平成 22 年（2010 年）の 30 年平ۉを基४

としたภࠩは �0.06 （̂20 世ل平ۉを基४としたภࠩは �0.66ˆ）で、明治 31 年（1898 年）以降、20

番目に高い値となりました。日本の年平ۉ気温は、長期的には 100 年当たり約 1.15ˆの割合で上ঢして

おり、特に 1990 年代以降、高温となる年がස出しています。

֤ͷภࠩΛࠇͷંઢɺ5 ҠಈฏۉΛ੨ͷંઢɺظมԽ（τϨϯυ）ΛͷઢͰࣔ͠ま͢ɻ

（）ੈքɾຊͷฏۉ気Թͷࢉग़ํ๏

ੈքͷฏۉ気Թはɺੈք֤Ͱ؍ଌ͞ΕͨҬͷ気Թͱւ໘ਫԹͷσʔλΛͱʹͯ͠ ͓ΓɺҢ 5ʷܦ 5ͷ֨͝ࢠͱʹฏۉΛࢉग़͠ɺ͜Ε

ΒΛҢ͝ͱͷ໘ੵͷҧいΛੈྀͯ͠ߟքશମͰฏͨ͠ۉͰ͢ɻຊͷฏۉ気ԹはɺظʹΘͨͬͯ؍ଌΛܧଓ͠ɺࢢԽͷӨ͕ڹগͳいࠃͷ

17ͷ気象؍ଌॴʹ͓͚Δ気ԹͷฏۉͰ͢ɻ͜ΕΒͷฏۉ気ԹはɺいͣΕত 56 （1��1）ʙฏ 22 （2010 ）ͷ �0 ฏۉ͔Βͷࠩ

Ͱදͯ͠ いま͢ɻ

ੈքと日ຊの年ฏۉ気Թภࠩ

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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˓ւ໘ਫԹ

　平成 24 年（2012 年）の世界の年平ۉւ面水温の平年 （ࠩ昭和 56 年（1981 年）ʙ平成 22 年（2010 年）

までの 30 年平ۉ値からのࠩ）は �0.09ˆで、統計を開始した明治 24 年（1891 年）以降では、9 番目

に高い値となりました。世界の年平ۉւ面水温は、数年から数े年に及Ϳ時間スケールのւ༸・大気の

変動や地ٿ温ஆ化等の影ڹが重なりながら変化していますが、長期的には 100 年あたり 0.51ˆの割合

で上ঢしており、特に 1990 年代後半からは高温となる年がස出しています。

　平成 23 年（2011 年）春にラニーニャ現象がऴଉした後、エルニーニョ現象もラニーニャ現象も発生し

ない状ଶが続いています。平成 24 年（2012 年）のଠ平༸道域の中෦から東෦にかけてのエルニーニ

ョ監視ւ域のւ面水温は、ౙは基४値より低い値となり、その後Նにかけて基४値より高い値まで上が

りましたが、ळ以降は低下し基४値に近い値で推移しました。

　日本近ւのւ面水温は、6 月に日本ւとԫ

ւで平年より高くなりましたが、その期間をআ

くと、1 月から7 月にかけてのւ面水温は平年

ฒか平年より低い状ଶが続いていました。8 月

から10 月にかけては、ւ道पลւ域と日本

ւで平年より高い状ଶになりました。特にւ

道पลւ域では、9 月のւ面水温が 1985 年

以降で最も高くなりました（トピックス 8（4）参

照）。11 月には、日本近ւは全般に平年ฒの

ւ域が広がり、12 月は平年より低い状ଶとなり

ました。

ੈքの年ฏۉւ໘ਫԹ

ΤϧχーχϣࢹւҬのւ໘ਫԹのม化

֤ͷฏࠩΛࠇͷંઢɺ5 ҠಈฏۉΛ੨ͷંઢɺظมԽ（τϨ

ϯυ）ΛͷઢͰࣔ͠ま͢ɻ

ΤϧχʔχϣࢹւҬ（Ң 5ʙೆҢ 5ɺܦ 150 ʙܦ �0 ɿΦϨϯδ৭ͷൣғ）ʹ͓͚Δ݄ฏۉւ໘ਫԹͷج४ͱͷ （ࠩˆ）ͷܦม

ԽΛࣔͯ͠ いま͢ɻج४はͦͷͷલまͰͷ�0ؒͷ݄ຖͷฏۉͰ͢ɻࡉઢは݄ฏۉɺΒ͔ͳଠઢは5͔݄ҠಈฏۉΛࣔͯ͠ ͓ΓɺΤϧχʔ

χϣݱ象ͷൃੜؒظは౧৭ɺϥχʔχϟݱ象ͷൃੜؒظはਫ৭ͷӄӨ͕ͯ͠ࢪ ͋Γま͢ɻ
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ᶇΦϗʔπΫւͷւණ

　オホーツクւのւණ域面積

は、 平 成 24 年（2012 年 ）12

月から平成 25 年（2013 年）3

月まで平年ฒか平年よりখさく

推移しました。シーズンの最大

ւණ域面積は 107.13 万平方キ

ロメートルで平年の 92ˋでした。

  一方、オホーツクւೆ෦では

ւණ域のೆ下が平年よりૣく、

網の流ණ初日（ւ؛から流ණ

が観測された最初の日）は平年

より 9 日ૣい 1 月 12 日、網

の流ණ接؛初日は平年より16

日ૣい 1 月 17 日でした。また、

ஓ内では昨年に引き続き流ණ

が観測され、流ණ初日は平年よ

り1 日ૣい 2 月 12 日、流ණऴ

日（ւ؛から流ණが観測された

最後の日）は平年より 5 日ૣい

3月7日でした。網のւ明け（ւ

ණの占める割合が5 割以下にな

りધഫのߤ行が可能になった

最初の日）は平年より 7 日ૣい

3 月 13 日、流ණऴ日は平年よ

り 9 日ૣい 4 月 2 日でした。な

お、۴࿏では流ණが観測され

ませんでした。

　オホーツクւのւණ域面積は

年ごとに大きく変動しています

が、最大ւණ域面積は昭和 46

年（1971 年）の統計開始以来、

10 年当たり 5.8 万平方キロメー

トル（オホーツクւの全面積の 3.7ˋに૬当）の割合で؇やかにݮগしています。

ઢはฏ（1��1ʙ 2010 ͷฏۉ）ͷ �݄15ͷւණɻ

気象ிͰはɺΦϗʔπΫւͷւණͷѲʹɺӴɺધഫɺԊ͔؛Βͷ؍ࢹଌͷଞɺࣗӴୂ

ւ্อ҆ிͷྗڠͷͱಘΒΕͨ؍ଌࢿྉΛ׆༻ͯ͠ いま͢ɻ

ฏ��年3݄��日（最も֦େした日）のւණҬ໘ੵ

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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˓ຊ͓Αͼͦͷपลͷ׆ಈ

　平成 24 年（2012 年）に震度̑ऑ以上を観測した地震は 16 回（平成 23 年は 71 回）、震度１以上を観

測した地震は 3139 回（平成 23 年は 10487 回˞）でした。国内で被害を伴った地震は 10 回（ւ外で

発生した地震による津波の被害もؚむ、平成 23 年は 28 回）でした。また、日本及びそのपลで発生し

た地震でマグニチュード 6.0 以上の地震は 21 回（平成 23 年は 116 回）でした。

　主な地震活動は下図及び次ページの表のとおりです。

� 活ಈ

マグニチュード

深さ

「マάχνューυ��0Ҏ্」ɺ「ඃΛͬた」ɺ「震̐Ҏ্Λ؍ଌした」ɺ
「Λ؍ଌした」のいͣΕかに֘する地震の震ԝ（ฏ��年）

˞�ʮฏ 2� （2011）౦ํଠฏ༸ԭʯͷൃ׆ͳ༨׆ಈʹΑΓඇৗʹଟ ͷ͕͘ൃੜ͠ɺ2011݄̏ʙ݄̑ʹൃੜͨ͠؍ଌσʔ

ɹλͷղੳॲཧ͕ऴྃͯ͠ いͳいͨΊɺ201� ݄̍ ͯ͠ࡌܝΜͩͷճΛࡁͰղੳॲཧ͕࣌ いま͢ɻ
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「マάχνューυ��0Ҏ্」ɺ「ඃΛͬた」ɺ「震̐Ҏ্Λ؍ଌした」ɺ「Λ؍ଌした」
のいͣΕかに֘する地震（ฏ��年）

番 

号
震源時 緯度

度 分 度 分
経度 深さ

（km）
マグニ
チュード月 日 時 分

震央地名 （ 注 1 ）
震源要素 （ 注 2 ） 最大震度・被害状況など

（注3）

1 01  01  00  28
長野県・新潟県県境付近
 （※ 1 ）

4�ɿ�ҵݝ　ஜࢢसੜ　ͳͲ�ݝ���
4� � �ౡݹ　ݝ఼ொদˎ
4� � �ౡݝ　ೂ༿ொాˎ　�ͳͲ2ݝ��
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
�ऑ�ɿ�ౡݝ　ଜ্ૣˎ
4� � ˎ౧ੜொࢢרੴ　ݝٶ�
4� � �ਆಸݝ　ਆಸࢁொࢁˎ　�ͳͲݝ��
�ऑ� � ˎொބޱՏ࢜ଜˎɺ　ݝསࢁ�
ඃ � � �ෛইऀ�ਓʢਆಸݝʹΑΔʣ
4� � ˎ۠ڷೆࢢށീ　ݝଜಔˎɺ੨ී　ݝखؠ�
4� � �ҵߴ　ݝഡྑ҆ࢢˎ
4� � ˎଠޚࢢେ݄　ݝསࢁ�
4� � �ݝொ໊白ੴˎ　�ͳͲ2ࢢԆԬ　ݝ࡚ٶ�
4� � �ҵݝ　ཱࢢॿখֶߍˎ
ɺࠤொࡾ૬ࢢࠤ　ݝ�ɿ�৽ׁڧ� ࢢՏాݪຊொˎ
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
ඃ � � �ॅՈҰ෦ഁଛ�౩ͳͲ

4� � �ݝ　େொࢢॴ
4� � �ઍ༿ݝ　ઍ༿ࢢதԝ۠ொˎ
�ऑ� � �ҵݝ　ཱࢢॿখֶߍˎ
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
�� � �ԭೄݝ　༩ಹࠃொٱ෦ྑ　ͳͲݝ��
̐� � �ҵݝ　ਫࢢށݪொˎ　�ͳͲݝ���
�� � �౦ژ　খּݪଜౡ　ͳͲ��
4� � �ౡݝ　͍Θ͖ࡾࢢொɺೂ༿ொాˎ
4� � �ઍ༿ݝ　͍͢Έິࢢொऀˎ
�ऑ� � �ҵݝ　౦ւଜ౦ւˎ
ඃ � � �ෛইऀ�ਓʢҵݝʹΑΔʣ
�ऑ�ɿ�ҵߴ　ݝഡࢢຊொˎ
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
4� � ˎࢤѴࢢ٠　ݝຊ۽�

�� � �੨ݝ　౦通ଜখాˎ　�ͳͲ2ݝ�
�ڧ� � �ҵݝ　ਆࢢ࡚ˎɺઍ༿ݝ　ࢢࢠएٶொˎ
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
ඃ � � �ਓɺෛইऀ�ਓɺॅऀࢮ� ՈҰ෦ഁଛ�౩ͳͲ
4� � ˎদ࡚ொࢢԕ　ݝखؠ�
4� � �ౡݝ　ೂ༿ொాˎ　�ͳͲ24ݝ
�ऑ� � �ݝ౦ொˎ　�ͳͲ2ࢢרՖ　ݝखؠ�
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
༧ใ（एׯのւ໘ม動）Λւಓଠ平༸Ԋ؛த෦ɺ੨ݝଠ平༸
Ԋ؛ɺؠखݝɺٶݝɺౡݝのԊ؛ʹൃද
ඃ � � �ෛইऀ2ਓͳͲʢؠखٴݝͼٶݝのൃදʹΑΔʣ
�ऑ� � �ౡݝ　ೂ༿ொాˎɺԬொຊԬˎ
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
4� � �ҵݝ　ཱࢢॴˎ　�ͳͲ4ݝ�
4� � �ౡݝ　ழබொೆ　ͳͲ2ݝ�
4� � �ҵߴ　ݝഡࢢԼखߝˎ　　ͳͲ2�2ݝ
4� � �ҵߴ　ݝഡࢢԼखߝˎ
4� � �ઍ༿ݝ　ଟݹொଟݹɺԣࣳޫொٶˎ
�ऑ�ɿ�ઍ༿ݝ　Ѵࢢೆງ೭ˎ
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
4� � ˎࢢໜࢢݹٶϲ࡚ɺ܃ࢢݹٶ　ݝखؠ�
4� � ˎѴொࢢ౧ੜொˎɺԘᜱࢢר成ˎɺੴۚࢢݪ܀　ݝٶ�
4� � ��ݝ�ˎ　　ͳͲٍࢢՃਢ　ݝۄ࡛�
�� � ˎ༅۠ࢁۄࢢԬ　ݝखؠ�
�� � ��ݝ�༚୩ொ৽ொ　�ͳͲ　ݝٶ�
༧ใ（एׯのւ໘ม動）ΛؠखݝのԊ؛ʹൃද
؍ଌ � � ଌ؍ͰΛݝٶͱݝखؠ�
�ڧ� � �੨ݝ　౦ொ্ೆˎ
ඃ � � �จࢪڭઃのҰ෦ഁଛʢΨϥスഁଛʣ��ՕॴͳͲ
2� � �౦ژ　খּݪଜౡ
4� � �౦ژా۠౦ౡˎ　　ͳͲ2ݝ�
4� � �ಢݝ　Լࢢੴڮˎ　�ͳͲݝ���
�

4� � 4ݝଜಔˎ　�ͳͲ�ಓ2ී　ݝखؠ�
ҙใΛւಓଠ平༸Ԋ؛౦෦ɺւಓଠ平༸Ԋ؛෦ɺ੨ݝ
ଠ平༸Ԋ؛ɺؠखݝのԊ؛ʹൃද
؍ଌ � � �ւಓ͔Βؠखݝʹ͔͚ͯのଠ平༸Ԋ؛ͰΛ؍ଌ

鳥島近海
福島県中通り

福島県沖

山梨県東部・富士五湖
日向灘
茨城県沖

佐渡付近

茨城県沖

長野県北部
東京湾 （※ 2 ）

茨城県北部

台湾付近
茨城県沖
小笠原諸島西方沖

茨城県沖

茨城県北部

熊本県熊本地方

三陸沖

三陸沖

千葉県東方沖

岩手県沖
福島県沖

岩手県沖

福島県沖

千葉県北東部

三陸沖

青森県東方沖

小笠原諸島西方沖 （※ 4 ）
千葉県北西部
千葉県北西部 （※ 5 ）

福島県沖
千葉県東方沖

福島県沖
宮城県沖
山梨県東部・富士五湖

山梨県東部・富士五湖

岩手県沖
茨城県沖

2 01  01  14  27
3  01  05  22  13

4  01  12  12  20

5  01  23  20  45
6  01  26  05  42
7  01  28  07  39

8  01  28  07  43

9  01  28  09  22
10  01  28  14  20
11  01  29  16  46
12  01  30  03  18
13  02  08  06  41

14  02  08  21  01

15  02  14  15  21

16  02  14  21  40
17  02  18  14  13

18  02  19  14  54

19  02  26  11  34
20  02  28  14  20

25  03  10  02  25

26  03  12  07  58

27  03  14  18  08

28  03  14  19  49

29  03  14  21  05

30  03  18  09  36
31  03  25  22  22

32  03  27  20  00

33  04  01  23  04

34  04  12  20  19
35  04  12  23  50
36  04  13  19  10
37  04  19  12  33
38  04  25  05  22

39  04  29  19  28

40  04  30  00  02
41  05  16  01  00
42  05  18  17  18
43  05  20  04  05

46  05  27  06  48
47  05  29  01  36
48  06  01  17  48

44  05  20  16  20

45  05  24  00  02

21  02  29  00  07
22  02  29  18  00
23  02  29  23  32

24  03  01  07  32

茨城県沖
福島県沖
福島県沖
福島県沖
千葉県北東部 （※ 3 ）

岩手県沖
宮城県沖
茨城県南部
三陸沖

36

37
31

36

37
38
35

32
36

37

36

36
35

36

22
36
28

35
37

36

36

32

40

40

35

39
37

39

37

35

39

41

27
35
36

35

40
36
35

36
37
36
36
35

39
38
36
39

57 .7

4 .1
25 .6

58 .0

3 .5
10 .5
29 .5

36 .8
33 .6

51 .9

13 .0

30 .0
35 .0

45 .0

38 .9
32 .1
10 .5

20 .1
17 .3

26 .3

43 .0

55 .2

46 .5

40 .8

44 .8

6 .2
40 .5

48 .3

4 .6

42 .9

32 .2

20 .6

0 .1
48 .3
1 .6

29 .3

9 .1
46 .2
32 .2

49 .7
27 .1
56 .8
56 .6
43 .3

44 .5
16 .4
8 .1
41 .9

138

140
138

141

141
141
138

132
140

138

141

137
140

140

120
140
139

141
141

140

140

130

145

144

140

142
141

142

141

140

143

142

140
140
139

138

142
141
138

141
141
141
141
140

142
141
139
143

36 .0

33 .4
33 .9

18 .2

11 .4
41 .5
58 .7

0 .2
40 .7

10 .2

35 .8

55 .2
5 .2

35 .3

46 .0
58 .0
44 .5

16 .7
40 .6

37 .5

36 .7

51 .3

13 .6

58 .0

55 .9

19 .8
46 .1

20 .0

7 .9

36 .0

37 .2

7 .4

38 .9
5 .2
52 .5

58 .6

25 .6
15 .1
59 .0

20 .5
44 .0
25 .3
23 .4
40 .7

15 .3
53 .3
50 .4
40 .8

7

6
397

33

52
51
18

39
12

14

54

9
2

7

31
23
521

39
44

56

7

8

64

69

15

45
49

21

53

48

7

60

499
64
44

18

36
37
21

29
27
32
34
43

23
64
51
33

4 .2

4 .2
7 .0

5 .9

5 .1
5 .2
4 .9

4 .9
4 .0

5 .7

6 .0

3 .6
4 .2

5 .2

6 .2
5 .1
6 .0

5 .9
5 .4

5 .3

5 .4

3 .9

6 .9

6 .0

6 .1

5 .0
5 .2

6 .6

5 .9

5 .8

6 .5

6 .1

6 .3
5 .2
5 .1

5 .4

5 .7
4 .7
4 .7

5 .6
5 .9
6 .0
5 .1
5 .5

5 .6
4 .8
4 .8
6 .0

4�ɿ�ݝ　ӫଜ信ˎ

�� � �ҵݝ　ৗଠాۚࢢҪொˎ　�ͳͲ22ݝ�
༧ใ（एׯのւ໘ม動）ΛؠखݝɺٶݝɺҵݝのԊ؛ʹൃද

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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番 

号
震源時 緯度

度 分 度 分
経度 深さ

（km）
マグニ
チュード月 日 時 分

震央地名 （ 注 1 ）
震源要素 （ 注 2 ） 最大震度・被害状況など

（注3）

49 06  03  13  07 岩手県沖 4�ɿ�੨ݝ　֊্ொಓˎ
4� � �ਅํɺࢢখྛ　ݝ࡚ٶ� �͑ ͼのࢢՃٱ౻ˎ
ඃ � � �ॅՈҰ෦ഁଛ�౩�ʢݝ࡚ٶʹΑΔʣ

�� � �ԭೄݝ　༩ಹࠃொٱ෦ྑɺ༩ಹࠃொˎ
4� � 2�ݝொՎˎ　　ͳͲ2ࡾೆ　ݝٶ�
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
4� � �ౡݝ　ೂ༿ொాˎ　　ͳͲ2ݝ��
4� � ˎଜಔී　ݝखؠ�
4� � �੩Ԭݝ　౦ҏ౾ொಸྑຊˎ　　ͳͲݝ���
�� � �ւಓ　ผւொৗ൬
�ऑ�ɿ�ݝ　தࢢ๛ˎɺౡ平ଜԟڷˎ
ඃ � � �ෛইऀ�ਓɺॅ ՈҰ෦ഁଛ�౩ͳͲ
4� � �ւಓ　தொதˎ
4� � �ಢݝ　ಢࢢ౻Ԭொ౻Ԭˎ　　ͳͲݝ���
4� � �ւಓ　தொதˎ
4� � �ւಓ　தொதˎ
4� � �ւಓ　Ӝຈொࡩொˎ
̐� � ࢤொࡾೆ　ݝٶ౦ொˎɺࢢרՖ　ݝखؠ�
̐� � �ҵࡔ　ݝ౦ࢢഅཱˎɺಢݝ　ਅԬࢢੴౡˎ
4� � �ౡݹ　ݝ఼ொদԣɺݹ఼ொদˎ
4� � 4ݝౡொҏౡˎ　　ͳͲ2　ݝౡࣇࣛ�
4� � �ւಓ　ӜՏொைݟ　　ͳͲ�ಓ�
�ऑ� � �ւಓ　ඌொ4ˎ　　ͳͲ�ಓ�
4� � �ౡݝ　ాଜࢢ࿏ொˎ　　ͳͲݝ���
�ڧ� � ۠ۤˎɺೆٶࢢઋ　ݝٶ� ˎொՎࡾ
ඃ �ɿ�ෛইऀ4ਓʢ平成24年�݄��ࡏݱʣ
4� � �ઍ༿ݝ　Ѵࢢೆງ೭ˎ　　ͳͲ22ݝ�
�� � 4�ݝᤵ　ͳͲ�ಓ4۠ࢁۄࢢԬ　ݝखؠ�
༧ใ（एׯのւ໘ม動）Λւಓଠ平༸Ԋ؛த෦ɺ੨ݝଠ平༸
Ԋ؛ɺؠखݝのԊ؛ʹൃද
4� � ˎ౧ੜொࢢרੴ　ݝٶ�
4� � �ઍ༿ݝ　Ѵࢢೆງ೭ˎ　ͳͲ2ݝ��
4� � �ҵߴ　ݝഡࢢԼखߝˎ
4� � �৽ׁݝ　ेொࢁ্ࢢˎ
4� � �ҵݝ　ཱࢢॿখֶߍ　ͳͲ4ݝ�
�ऑ� � খᔹࢢרੴ　ݝٶ�
4� � �ౡݝ　ఱӫଜԼদຊˎ
4� � �ҵߴ　ݝഡࢢԼखߝˎ　ͳͲݝ��
4� � ࢤொࡾೆ　ݝٶ�
4� � 2�ݝ�ͳͲ　ˎઋઘ۠ক　ݝٶ�
4� � খᔹࢢרੴ　ݝٶ�
4� � �౦ژ　౦ژौ୩۠ຊொˎ　ͳͲ�2ݝ��
4� � ˎொখউాؗ֯ࢢொ౦উָஸɺઋؗ֯ࢢઋ　ݝٶ�
�ऑ�ɿؠ�खݝ　ୌଜӏࣂˎ　ͳͲݝ���
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
ܯใ（）ΛٶݝのԊ؛ʹɺҙใΛ੨ݝଠ平༸Ԋ؛ɺ
දൃʹ؛のԊݝɺҵݝɺౡݝखؠ
؍ଌ � � �౦ํのଠ平༸Ԋ؛ͰΛ؍ଌ
ඃ � � �ਓɺෛইऀ��ਓɺॅऀࢮ� ՈҰ෦ഁଛ�౩
�� � 4ݝ౧ੜொˎ　ͳͲ2ࢢרੴ　ݝٶ�
4� � �ౡݝ　白Տࢢେ信ˎ　ͳͲ2ݝ��
4� � �ҵݝ　ཱࢢॴˎɺཱࢢॿখֶߍˎ
4� � ��ݝখᔹ　ͳͲ2ࢢרੴ　ݝٶ�
4� � �ౡݝ　ೂ༿ொాˎ　ͳͲݝ��
4� � ˎொ࠺தࢢੴז　ݝखؠ�
�

宮崎県南部山沿い

千葉県東方沖

長野県北部

宮城県沖

三陸沖

三陸沖

千葉県北東部

台湾付近

宮城県沖

50 06  04  15  51

51  06  06  04  31

52  06  10  06  00

53  06  18  05  32

54  06  28  14  51
55  07  02  11  06
56  07  03  11  31
57  07  08  20  33

58  07  10  12  48

59  07  15  23  08
60  07  16  04  31
61  07  16  06  49
62  07  18  04  39
63  07  22  13  41
64  07  30  07  05
65  08  03  22  19
66  08  12  18  56
67  08  17  08  46
68  08  22  10  33
69  08  25  23  16
70  08  26  03  36

74  10  03  18  39
75  10  12  13  57
76  10  17  09  43
77  10  18  00  01
78  10  24  16  05
79  10  25  19  32
80  11  03  07  34
81  11  09  12  51
82  11  22  02  42
83  11  24  05  21
84  11  24  10  30
85  11  24  17  59
86  12  04  05  31

87  12  07  17  18

88  12  07  17  31
89  12  15  13  27
90  12  15  14  46
91  12  21  17  07
92  12  29  16  19
93  12  29  23  59

71  08  30  04  05

72  09  14  02  22

73  10  02  07  21

40

32

34

24

38

36

38

35

39

38

37
40
35
45

福島県沖
岩手県沖
千葉県南部 （ ※ 6 ）
千島列島

上川地方北部 （※ 7 ）
茨城県南部
上川地方北部 （※ 7 ）
上川地方北部 （※ 7 ）
十勝地方南部
岩手県沖
茨城県南部
福島県中通り
天草灘
十勝地方南部
十勝地方南部
福島県沖

宮城県沖
千葉県北東部
茨城県北部
新潟県中越地方
茨城県沖
宮城県沖
福島県沖
福島県沖
宮城県沖
宮城県沖
宮城県沖
東京湾 （ ※ 2 ）
秋田県内陸南部

三陸沖
福島県沖
茨城県沖
宮城県沖
福島県沖
宮城県沖

44
36
44
44
42
39
36
37
32
42
42
36

38
35
36
37
36
38
37
36
38
38
38
35
39

37
37
36
38
37
38

142

130

141

122

142

138

141

140

143

143

141
141
139
151

142
139
142
142
143
142
139
140
129
143
143
141

141
140
140
138
140
141
141
141
141
141
141
140
140

143
141
141
141
141
142

4 .4

3 .6

59 .5

25 .0

52 .4

49 .8

24 .4

51 .6

49 .9

1 .1

10 .0
1 .5
0 .0
25 .0

49 .8
9 .1
50 .1
49 .9
29 .3
5 .8
1 .5
4 .9
3 .8
20 .8
19 .6
58 .0

3 .1
50 .9
43 .2
1 .6
32 .0
17 .3
37 .0
52 .6
31 .7
12 .5
12 .9
38 .2
33 .9

55 .1
17 .8
49 .3
38 .5
4 .0
43 .0

7 .3

55 .4

22 .2

16 .0

5 .4

23 .3

54 .8

32 .4

31 .2

52 .0

11 .8
57 .4
52 .2
44 .1

9 .4
49 .0
8 .9
8 .8
1 .5
28 .3
53 .9
32 .8
59 .9
3 .1
6 .6
4 .9

54 .7
32 .9
37 .5
42 .5
50 .8
51 .5
44 .9
22 .7
48 .8
47 .3
47 .3
1 .0
29 .4

51 .3
20 .9
12 .5
48 .8
10 .9
11 .7

4 ,2

4 .4

6 .3

6 .0

6 .2

5 .2

5 .6

5 .1

6 .3

7 .3

5 .2
4 .5
5 .2
6 .2

4 .2
4 .8
4 .3
4 .1
5 .1
5 .5
4 .6
3 .8
4 .9
5 .2
6 .1
5 .2

5 .0
5 .1
4 .5
4 .2
4 .5
5 .6
5 .0
5 .5
5 .0
5 .2
4 .8
4 .8
4 .1

6 .6
5 .3
5 .0
5 .2
5 .0
5 .5

48

  9

37

70

47

 9

60

37

22

49

63
 9
88
30

 0
52
 0
 0
61
34
43
 4
10
53
49
90

51
37
 7
 7
51
48
29
33
50
57
56
72
 9

30
59
32
48
51
41

��ɿ�ઍ༿ݝ　�͍͢Έິࢢொऀˎ　　 ͳͲ4ݝ��
༧ใ（एׯのւ໘ม動）Λҵݝɺઍ༿ेݝཬɾ֎ʹൃද

（̍）ԝ໊ʹ˞̍ ʙ̓ ҹΛͨ͠ʹͭいͯはɺใൃදͰҎԼͷԝ໊Λ༻いͨɻ

˞̍ ɹ৽ׁݝதӽํɹɹ

˞̎ɹઍ༿ݝ෦ɹɹ

˞̏ɹઍ༿ݝ౦ํԭɹɹ

˞̐ɹౡۙւɹ

˞̑ɹҵݝೆ෦

˞̒ɹ౦ژɹɹ

˞̓ɹफ୩ํೆ෦

（̎）ݯཁૉは࠶ௐࠪޙɺमਖ਼͢Δ͜ͱ͕͋Δɻ

（̏）࠷େͷ؍ଌ໊ʹ͋Δˎҹはํެஂڞମ͘͠はಠཱߦ๏ਓࡂՊֶٕज़ڀݚॴͷ؍ଌͷใͰ͋Δɻඃͷใࠂは

ɹɹɹɹग़యͷ͕ࡌهͳいͷは૯務লফிʹΑΔɻ

160



第
二
部

第
二
部

˓ੈքͷ׆ಈ

　平成 24 年（2012 年）に発生したマグニチュード 7.0 以上またはࢮ者（行方不明者をؚむ）を伴った地

震は 31 回（平成 23 年は 37 回）でした。また、マグニチュード 8.0 以上の地震は２回でした。主な地震

活動は表のとおりです。

マάχνューυ��0Ҏ্·たऀࢮΛͬた地震（ੈք）（ฏ��年）

ɾݯཁૉɺඃঢ়گはɺ̍ ݄̍ ʙ݄̓̕はถࠃ࣭ௐࠪॴ 	64(4
 ൃදͷ P3&-*.*/"3:�%&5&3.*/"5*0/�0'�&P*$&/5&34�	P%&
�ʹɺ

݄̔̕ʙ12 ݄ �1はಉॴൃදͷ26*$,�&P*$&/5&3�%&5&3.*/"5*0/4	2&%
 ʹΑΔ（201� ݄̍ 15ࡏݱ）ɻʹͭいͯはɺถࠃւ

༸େ気ி（/0""）ʹΑΔ（201� ݄̍ 16ࡏݱ）ɻ

ɾNCは࣮ମϚάχνϡʔυͰ͋ΔɻPɺ4ͳͲɺٿͷ෦ΛΘΔͷৼ෯ͳͲ͔Β͢ࢉܭΔɻද໘͕ൃੜ͠ʹ い͘ਂいͰࢉܭͰ͖Δɻ

ɾ.Tはද໘ϚάχνϡʔυͰ͋Δɻٿͷද໘ʹԊͬͯΘΔ（ද໘）ͷৼ෯ͳͲ͔Β͢ࢉܭΔɻද໘はP  4ʹൺͯݮਰ͕গͳ͘ɺ

ͷେ͖ͳʹదͯ͠ن いΔɻ

ɾ.XはϞʔϝϯτϚάχνϡʔυͰ͋ΔɻʹΑΓԼͷؠ൫͕ͣΕಈいͨن͔Β͢ࢉܭΔɻ͔͔͕ؒ࣌ʹࢉܭΔ͕ͷنΛਖ਼֬ʹද͢͜ͱ

͕Ͱ͖Δɻ

ɾຊͦͷपลͰൃੜ্ͨ͠هͷ݅Λຬؚͨ͢Ήɻ.T ͼٴ .XͷཝʹׅހΛͯͨ͠͠ࡌهϚάχνϡʔυは気象ிɺඃঢ়گはग़యͷ

ɻ（ࡌهମʹΑΔσʔλはɺֻ͚Ͱ࣏気象ிɺফி͓Αͼࣗ）ͳいͷは૯務লফிʹΑΔ͕ࡌه

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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　平成２４年（2012 年）の日本の主な火山活動は以下のとおりです。

˓ेউ （ַւಓ）

　６月 30 日から７月̑ 日にかけて、大正火ޱ近が間に

高ײ度カメラで明るく見える現象が観測され、大正火ޱか

ら出した火山Ψスが西ࣼ面を流下して山のַ台

近まで達しました。

　火山性地震は、2010 年ࠒからやや多い状ଶで経過して

います。火ޱ直下ઙ෦のுを示す地֪変動は、４月ࠒか

らಷ化が認められました。

˓ଊমࢁ（ւಓ）

　８月 15 ʙ 26 日に火が発生しました。25 日にւൈ約

4000 ̼の高さのԎが気象衛星で観測されました。その後

の火については、気象衛星ը像でԎは観測されません

でした。

（ݝɺळాݝखؠ）ࢁखؠ˓

　低प波地震が山直下のややਂいところで時々まとまって発生しました。火山性ඍ動も 月̑と 10 月に

２回発生しましたが、気活動は低調で、地֪変動も変化はなく、火山活動は静Ժに経過しました。

（ݝɺౡݝܗࢁ）ࢁ࠺ޗ˓

　大݀火ޱでは、西側下෦気から気が見られるなど、やや活発な状ଶで経過しました。火山性

地震はやや多い月もありましたが、֓ねগない状況で経過しました。

˓നࠜࢁ（܈അݝɺݝ）

　振幅のখさな火山性地震の一時的な増加が܁り返しありましたが、火山活動に特段の変化はありませ

んでした。౬ז火ޱ内のน等では引き続き活動がみられています。

˓നࢁ（ੴݝɺذෞݝɺҪݝ）

　10 月に白山側のઙ෦を震ݯとする地震が多発しました。このほか、 月̏、 月̑、８月、９月に白山

近のઙ෦を震ݯとするඍখな地震がややまとまって発生しましたが、火山性ඍ動の発生など火山活動

に特段の変化はありませんでした。

（ژ౦）ౡࡾ˓

　2012 年は、火の発生はありませんでした。山火ޱからの二ࢎ化ེԫ放出量は、１日当たり 400

ʙ 1200トンと、やや多量ʙ多量の火山Ψス放出が継続しました。

˓੨ϲౡ（౦ژ）

　８月にւ上保安庁が実施した上空からの観測で、ౡのೆ東ԭで変৭水が確認され、ધഫ等が変৭域

に近かないようւ上警報を発表しましたが、９月に実施した上空からの観測では、変৭水は確認されず、

ւ上警報を解আしました。これ以外では、火山活動に特段の変化はなく、静Ժに経過しました。

݄̒�0�͔Β̓ ݄̑ະ໌ʹ͔͚ͯɺେਖ਼Րޱ͕ۙ

ଌ͞Εまͨ͠ɻ͜؍象͕ݱΔ͑ݟΧϝϥͰ໌Δ͘ײߴʹؒ

ͷݱ象はՐޱͰͷߴԹΨεͷग़ེԫͷ೩মʹΑΔ

ͷͱਪఆ͞Εま͢ɻ

ेউַɹՐޱ͕ۙ間に໌る͘ 象ݱる͑ݟ

� Րࢁ活ಈ

162



第
二
部

第
二
部

˓ེԫౡ（౦ژ）

　ౡ西෦では、２月上०以降、時ં、ごくখنな水ৠ気爆発が発生しました。４月下०から̑ 月初め

には火山活動が活発化し、ౡ෦では新たな気が、東ԭでは変৭水が確認されました。国土地理

院の地֪変動観測では、急速なོ起の後に降を観測しましたが、その後、降向はಷ化し、ほぼ

停滞しています。火山性地震や火山性ඍ動も増加しましたが、 月̑以降は共に低調に経過しました。

˓ಙԬϊ（౦ژ）

　ւ上保安庁ւ༸情報෦、第ࡾ区ւ上保安本෦、ւ上自衛ୂ及び気象庁による上空からの観測では、

ಙԬノ場近のւ面には火山活動によるとみられる変৭水が時々確認されました。

˓Ѩોࢁ（۽ຊݝ）

　中ַ第一火ޱでは、火は発生しませんでしたが、౬だまりのݮগや火山性地震及びݽ立型ඍ動の増

加など、一時的にやや活発な向が認められました。

˓ໄౡࢁ（ݝ࡚ٶɺࣛࣇౡݝ）

　新೩ַでは、火は発生しませんでした。火山性地震は 月̏ࠒからݮগし、গない状ଶになりました。

　国土地理院の広域的な地֪変動観測結果では、新೩ַの西地下ਂくのマグマだまりへのマグマの

供څに伴う地൫の৳びの向は 2011 年 12 月以降ಷ化・停滞しています。上空からの観測では、新೩

ַ火ޱ内に蓄積された༹ؠの大きさや形状及びपลの気の状況に特段の変化は認められませんでし

た。二ࢎ化ེԫの放出量は、７月以降はݮগし、গない状ଶで経過しました。

੨ϲౡ�ೆ͔Βೆ౦ํͷม৭ਫ（ํ͔ΒࡱӨ）

2012 ݄̔26�ւ্อ҆ிࡱӨ
੨ϲౡ�ೆ౦౦ଆͷւ؛ۙͷม৭ਫ（ೆۙΛೆ౦ํ͔ΒࡱӨ）

2012 ݄̔26�ւ্อ҆ிࡱӨ

੨ϲౡ ্ۭから؍ଌ͞Εたม৭ਫ

気͕ΈΒΕΔ෦Րޱʹੵ͞Ε༹ͨؠͷԑล෦（ಛʹೆଆ）͕

ൺֱతߴԹͰɺಛஈͷมԽは͋ΓまͤΜͰͨ͠ɻ

ՐޱʹͱͲまΔఔͷऑいന৭ͷԎ͕֬ೝ͞Εまͨ͠ɻ

ໄౡࢁ（৽೩ַ）ɹՐޱのঢ়ٴگͼ外ө૾ஔによるՐޱۙの地ද໘Թ

ւ্อ҆ிఏڙ ւ্อ҆ிఏڙ
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（ݝౡࣇࣛ）ౡࡩ˓

　昭和火ޱで活発な火が続きました。爆発的火は 883 回発生し、大きなੴが２合目（昭和火ޱから

1800 ʙ 2700 ̼）まで達する等、活発な火活動が継続しました。Ԏの最高高度は、 月̑と９月の爆

発的火による火ޱԑ上 3500 で̼した。火ࡅ流は６回発生しましたが、火ޱ近にとどまる程度のখن

なものでした。ೆַ山火ޱでは、爆発的火が７月と12 月に発生しました。この爆発的火でࣛࣇ

ౡ市では大量の降փに見われ、電ंの運సを見合わせたほか、ౡ内の国道が通行止めになるなどの影

。が出ましたڹ

　国土地理院の地֪変動観測では、Ѭ
ㆀ ㆂ ㇉

良カルデラ（ࣛࣇౡԞ෦）ਂ෦へのマグマの注入によるものと

考えられるுによる長期的な৳びの向がみられます。

（ݝౡࣇࣛ）ຎེԫౡࡵ˓

　Ԏ活動は、やや低下した状ଶが続いており、火山性地震もগなく、火山活動は静Ժな状ଶで経過

しました。11 月 29 日に火警戒レベルを２から１に引き下げました。

（ݝౡࣇࣛ）Ӭྑ෦ౡޱ˓

　火山性地震は、1 月上०までやや多い状ଶで経過しましたが、それ以降は、その他の観測データにも

特段の変化はなく静Ժに経過しました。火山性ඍ動はগない状ଶで経過しました。

˓ਡ๚೭ౡ（ࣛࣇౡݝ）

　御
ㆈ ㆟ ㆐

ַ火ޱでは、爆発的火をؚむ火が時々発生し、火活動はやや活発な状ଶで経過しました。

گͷঢ়ޱౡ�তՐࡩ

（2012 ݄̐̑）

Րޱఈʹ༹ؠ（ਤதؙ）͕ ্ঢͯ͠ いΔ༷͕ࢠೝΊΒΕまͨ͠ɻまͨɺ

தԝ෦ʹͨ͠෦͕ೝΊΒΕま͢ɻؠ༹

ͷද໘Թޱౡ�֎ө૾ஔʹΑΔতՐࡩ

（2012 ݄̐̑）

Րޱఈͷ༹ؠʹରԠͨ͠ߴԹͷྖҬ͕ೝΊΒΕま͢ɻಛʹɺ༹ؠத

ԝ෦ͷͨ͠෦はඇৗʹߴԹͰͨ͠ɻ

ۙの地ද໘ޱͼ外ө૾ஔによるՐٴگのঢ়ޱౡ Րࡩ
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　気象庁は二ࢎ化ૉをはじめとする様々な温室効果Ψスのೱ度を観測するとともに、世界気象機関

（8MO） 温室効果Ψス世界資料センター（8DCGG）を運営し、世界中で観測された温室効果Ψスのデ

ータを収集・解析しています。地ٿ温ஆ化の進行速度は、大気にؚまれる温室効果Ψスのೱ度によって

左右されます。また、同じೱ度でも温室効果Ψスの種類によってその効果は異なります。このため、地

を進めるとともに、温ݮ温ஆ化への効果的な対策を行うためには、その原Ҽとなる温室効果Ψスのٿ

室効果Ψスのೱ度を継続して監視することが不可欠です。

˓େ気தͷೋࢎԽૉ

　二ࢎ化ૉは、各種の温室効果Ψスの中で

地ٿ温ஆ化に最も大きな影ڹを与えます。大気

中の二ࢎ化ૉのೱ度は、産業革命（18 世ل

後半）以前の過去約 2000 年間は 280ppm 程

度でしたが、その後の産業活動などによる化ੴ

೩料の消අや林ഁյなどの人間活動に伴っ

て、世界的に増加の一్をたどっています。年

ごとの増加量には変動があるものの、世界平ۉ

の二ࢎ化ૉೱ度は平成 13 年（2001 年）から

平成 23 年（2011 年）までの 10 年間では、1

年あたり 2.0ppm 増加しています。平成 23 年

（2011 年）の世界平ۉの二ࢎ化ૉೱ度

は 390.9ppmでした。Ң度帯別の二ࢎ化

ૉ月平ۉೱ度の経年変化を見ると、半ٿ

の中・高Ң度帯の方がೆ半ٿよりも大きな

季節変動をしており、また年平ۉೱ度も高

くなっています。これは、二ࢎ化ૉのٵ

収ݯ（林など）・放出ݯ（化ੴ೩料消අ

など）がどちらも半ٿに多く存在するた

めです。

˓ԹࣨޮՌΨεͱͯ͠ ͷϋϩΧʔϘϯྨ

　ྫྷഔや༹ࡎとして 20 世ل中ごろに大量

に生産・消අされたハロカーϘン類は強い

温室効果を持っています。大気中のೱ度は

とても低いものの、物質によっては同ೱ度

の二ࢎ化ૉの数ઍഒの温室効果をもた

� ԹࣨޮՌΨεɺԫ࠭ɺࢵ֎ઢなͲ

Ңଳผのେ気தのೋࢎ化ૉのܦ年ม化

ԹࣨޮՌΨεੈքࢿྉηϯλʔ 	8%$((
 ͕ऩूͨ͠σʔλΛͱʹҢଳ

ผʹฏͨ͠ۉେ気தͷೋࢎԽૉ݄ฏۉೱͷܦมԽɻQQN	ϐʔϐʔΤ

Ϝ 
 は 100 ສͷ 1Λҙຯ͠ま͢ 	ମੵൺ 
ɻ

ΫϩϩϑϧΦϩΧーϘンྨのੈքฏۉೱのܦ年ม化

ΫϩϩϑϧΦϩΧʔϘϯྨͷ$'$�111211�ʹͭいͯɺԹࣨޮՌΨεੈքࢿྉηϯλʔ

（8%$((）͕ ऩूͨ͠ ੈք֤ͷ؍ଌॴͷ؍ଌ݁ՌΛฏͨ͠ۉ มԽਤɻQQU（ϐʔܦ

ϐʔςΟʔ）は̍ ஹͷ̍ Λҙຯ ま͢͠ （ମੵൺ）ɻ

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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らすものも存在します。その中でもクロロフルオロカーϘン類（C'Cs、いわゆるフロン）はオκン層ഁյ

の性質も合わせ持っており、国際条約（「オκン層をഁյする物質に関するモントリオールٞ定書」）によ

りن制されていて現在は生産されていません。ҁཬ（ؠ手ݝ）や世界各地の観測結果からはن制の成果

が見られ、大気中のೱ度は近年ほぼ横ばいかゆるやかにݮগしています。

˓ւ༸தͷೋࢎԽૉ

　ւ༸は、人間活動により放出された二

化ૉの約ࢎ 3 分の 1をٵ収していると見

積もられており、地ٿ温ஆ化の進行を؇和

しています。気象庁のւ༸気象観測ધ「྇

風ؙ」と「ܒ風ؙ」は、昭和 59 年（1984 年）

から28 年間にわたって西ଠ平༸で表面

ւ水中と大気中の二ࢎ化ૉೱ度を観測

しています。東経 137 度線にԊった日本の

ೆから道域までのւ域においては、毎年

ౙ季（1 ʙ 2 月）に表面ւ水中の二ࢎ化

ૉೱ度が大気中のೱ度より低いことが観測

されており、ւ༸が大気中の二ࢎ化ૉを

収しています。また、Ңٵ 7 度から 33

度で平ۉした二ࢎ化ૉೱ度は、昭和 59

年（1984 年） から平成 24 年（2012 年）ま

で の 28 年 間 で は、 大 気 中 で 1 年 に

1.8ppm、表面ւ水中で 1 年に 1.6ppm の

割合で増加しています。

˓ԫ࠭

　気象庁では、国内 61 か所（平成 25 年 3 月 31日現在）の気象台や測ީ所で、職員が目視により大

気現象としてԫ砂を観測しています。統計を開始した昭和 42 年（1967 年）から平成 24 年（2012 年）ま

でにԫ砂観測日数が最も多かったのは、平成 14 年（2002 年）の 47 日です。平成 24 年（2012 年）の

ԫ砂観測日数は 12 日（平年は 24.2 日）でした。ԫ砂観測日数は、昭和 42 年（1967 年）から平成 24 年

（2012 年）の統計期間では増加向が見られます。ただし、年ごとの変動が大きく、それに対してԫ砂

の統計期間は短いことから、長期的な変化向を確実にଊえるには今後の観測データの蓄積が必要です。

ౙقの౦�3ܦ�ઢにԊͬたද໘ւਫதとେ気தの
ೋࢎ化ૉೱ（Ң�ʙ33Ͱのฏۉ）のܦ年ม化

ද໘ւਫதͷೋࢎԽૉೱはେ気ͱൺΔͱʑͷมಈはେ͖いͷͷ

େ気தͷೱಉ༷ʹ૿Ճͯ͠ いま͢ɻ
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　ԫ砂の日本へのඈ来は、例年 3 月ʙ 5 月に集

中しています。この時期は、ᶃԫ砂発生ݯとなっ

ている地域で砂を෴う積ઇがなくなる一方、まだ

২物がժਧいていないためס૩したད地となって

おり、砂じんがい上がりやすい状ଶであること、

ᶄ砂をい上げ、運Ϳ強風の原Ҽとなる低気ѹ

が通ることが多い季節であることから、ԫ砂が多

くඈ来します。この時期以外にも、ԫ砂発生ݯが

૩していて上空の風が日本へ向いてਧいているס

などの条件がଗえば、日本にԫ砂がඈ来します。

　平成 24 年（2012 年）は、初観測が 3 月 24 日

とく、3 月の月別ԫ砂観測日数は平年を大きく

下回りました。

˓Φκϯɾࢵ֎ઢ

　成層ݍのオκン量は 1980 年代を中心にࡳຈ、つくばでݮগが進みましたが、1990 年代半ば以降、

ಹもؚめ؇やかな増加向がみられます。ೆۃ域では、1980 年代初めࠒからオκンホールが観測され

ています。平成 24 年（2012 年）のオκンホールは、8 月に発生した後、9 月 22 日にこの年の最大面積

となる2080 万平方キロメートル（ೆۃ大の面積の約 1.5 ഒ）にまで広がり、11 月中०に消໓しました。

大نなオκンホールの発生は、毎年継続しています。国内のࢵ外線量は、ࡳຈとつくばではࢵ外線観

測を開始した 1990 年代はじめから؇やかな増加向がみられます。一般にオκン量がݮগすると地表

に到達するࢵ外線が増加しますが、この期間、国内ではオκン量のݮগは観測されていません。ࢵ外線

ฏ��年（�0��年）の݄ผԫ࠭؍ଌ日

日ຊに͓͚る年ผのԫ࠭؍ଌ日（昭和��年（����年）ʙฏ��年（�0��年））

ԫ࠭؍ଌͱはɺࠃͰ͔̍ ॴͰԫ࠭Λ؍ଌͨ͠߹ʹԫ࠭؍ଌ ̍ͱ͠ま͢ɻ

ԫ࠭؍ଌͱはɺࠃͰ͔̍ॴͰԫ࠭Λ؍ଌͨ͠߹ʹԫ࠭؍ଌ

̍ͱ͠ま͢ɻ
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をࢄཚ・ٵ収する大気中のඍཻ子のݮগや天ީの変化（雲量のݮগ）などがࢵ外線量の増加の原Ҽと考

えられています。

Φκンϗーϧ໘ੵのܦա

日ຊ国のࢵ外ઢ量年ੵࢉのܦ年ม化

ฏ 24 （2012 ）ͷΦκϯϗʔϧ໘ੵͷਪҠ ্ࠨ	 
ͱΦκϯϗʔϧͷ࠷େ໘ੵͷܦมԽ Լࠨ	 
ɻӈ্ͷਤはΦκϯϗʔ

ϧͷ໘ੵ͕2012ͷ࠷େͱͳͬͨ�݄22ͷೆٿΦκϯશྔਤͰɺਤதԝͷೆۃΛத৺ͱ͢Δփ৭෦͕Φκϯϗʔ

ϧͷྖҬɻࠨԼਤͷ৭ͷԣઢはೆۃେͷ໘ੵɻ（ถۭߤࠃӉ（"4"/）ہఏڙͷӴ؍ଌσʔλΛͱʹ気象ிͰղੳ）ɻ

͏͜）ൗߚ はΜ）ࢵ֎ઢྔͱはɺਓମʹٴ΅͢ӨڹΛࣔͨ͢ΊɺʹΑͬͯҟͳΔӨڹΛྀͯ͠ߟ ઢྔͰ͢ɻ֎ࢵग़ͨ͠ࢉ
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˓ࣹͱ֎์ࣹ

　気象庁では、日ࣹと外放ࣹについて地ٿ環

境や気ީへの影ڹを把握するため国内 5 地点（ࡳ

ຈ、つくば、Ԭ、ೆௗౡ、ੴ֞ౡ）で精密な

日ࣹ放ࣹ観測を行い、全天日ࣹ、直達日ࣹ、ࢄ

ཚ日ࣹおよび下向き外放ࣹの経年変化を監視

しています。

　世界の多くの地域における全天日ࣹ量は、

1960 年ࠒから1980 年代後半までݮগし、1980

年代後半から2000 年ࠒまで急ܹに増加し、その

後は大きな変化が見られないという向が報告さ

れています。

　日本における変化向（国内 5 地点平ۉ）を見

ると、1970 年代後半から1990 年ࠒにかけて急ܹにݮগし、1990 年ࠒから2000 年代初めにかけて急

ܹに増加し、その後は大きな変化は見られません。これは、世界的な変化向とほぼ整合しています。

શ天日ࣹ量のܦ年ม化

ࠃ 5 （ࡳຈɺͭ͘ɺԬɺೆௗౡɺੴ֞ౡ）ʹ͓͚Δશఱࣹྔ

ͷฏۉ（ࠇઢ）͓Αͼ 5 Ҡಈฏۉ（ઢ）
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